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佐賀市立若楠小学校 

給 食 室 

２月
がつ

に入り
はい

、暦
こよみ

の上
うえ

ではもうすぐ春
はる

をむかえる時期
じ き

になりました。厳しい
きび

寒さ
さむ

の中
なか

にもふと、春
はる

の訪れ
おとず

が近い
ちか

ことが感じられます
かん

。風邪
か ぜ

やインフルエンザなどの感染症
かんせんしょう

がまだまだ猛威
もうい

をふるっていますが、予防
よ ぼう

の基本
き ほん

は、しっかり手
て

を洗い
あら

、うがいをすることです。また、食事
しょくじ

を抜いたり
ぬ

寝不足
ね ぶ そく

だったりすると、免
めん

疫力
えきりょく

や抵抗力
ていこうりょく

が落ちて
お

体調
たいちょう

を崩しやすく
くず

なりますので、規則正しい
き そく ただ

生活
せいかつ

を心がける
こころ

ことが肝心
かんじん

です。

体調
たいちょう

がよくないと思ったら
おも

、無理
む り

をせず安静
あんせい

にしてゆっくり体
からだ

を休めまし
やす

ょう。 

 

９月～１０月ごろ 

 

立
りっ

春
しゅん

の前
ぜん

日
じつ

に当
あ

たる 

節
せつ

分
ぶん

には、古
ふる

くから、豆
まめ

まき 

をしたり、ヒイラギイワシ 

（ヤイカガシ）を玄
げん

関
かん

に 

飾
かざ

ったりして、病
びょう

気
き

や災
さい

難
なん

を起
お

こす“鬼
おに

（邪
じゃ

気
き

）”を追
お

い払
はら

い、１年
ねん

の無
ぶ

事
じ

や幸
こう

福
ふく

を願
ねが

う風
ふう

習
しゅう

があります。最
さい

近
きん

では、「恵
え

方
ほう

巻
ま

き」が

店
てん

頭
とう

をにぎわすようになりましたが、もともと全
ぜん

国
こく

的
てき

な風
ふう

習
しゅう

ではなく、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に大
おお

阪
さか

の商
しょう

人
にん

が商
しょう

売
ばい

繁
はん

盛
じょう

祈
き

願
がん

のために行
おこな

っていた風
ふう

習
しゅう

が始
はじ

まりとされて

います。（※諸説
しょせつ

あります） 

２０２６年
ねん

 

の恵
え

方
ほ う

は 

「南
なん

南
なん

東
と う

」 
よくかんで食

た

べよう！ 

大
だい

豆
ず

をいったもの。豆
まめ

まき

に使
つか

うほか、自
じ

分
ぶん

の年
ねん

齢
れい

の数
かず

、

または年
ねん

齢
れい

の数
かず

＋１個
こ

食
た

べ

て、１年
ねん

の幸
こう

福
ふく

を願
ねが

います。大
だい

豆
ず

の代
か

わりに落
らっ

花
か

生
せい

を使
つか

う地
ち

域
いき

もあります。 

 太
ふと

巻
ま

きずし。その年
とし

の

歳
とし

神
がみ

様
さま

がいるとされる

“恵
え

方
ほう

”を向
む

き、願
ねが

い 

事
ごと

を思
おも

い浮
う

かべながら、 

無
む

言
ごん

で丸
まる

かじりします。 

※いり大豆
だいず

・落花生
らっかせい

ともに、５歳
  さい

以下
いか

の子ども
こ

は窒息
ちっそく

する危険性
きけんせい

があるため、食べさせないで
た

ください。 

 大
だい

豆
ず

は、体
からだ

をつくるタンパク質
しつ

を多
おお

く含
ふく

むことから「畑
はたけ

の肉
にく

」と呼
よ

ばれます。煮
に

豆
まめ

など料
りょう

理
り

に使
つか

われるほか、

さまざまな食
しょく

品
ひん

に加
か

工
こう

され、日
に

本
ほん

人
じん

の食
しょく

卓
たく

に欠
か

かせない食
た

べ物
もの

になっています。 

和
わ

菓
が

子
し

などに使
つか

われる小豆
あ ず き

も、大
だい

豆
ず

同
どう

様
よう

に

古
ふる

くから重
じゅう

要
よう

な食
た

べ物
もの

でした。昔
むかし

の人
ひと

は、

小豆
あ ず き

の赤
あか

い色
いろ

が「太
たい

陽
よう

＝生
せい

命
めい

力
りょく

」を象
しょう

徴
ちょう

す

ると考
かんが

え、魔
ま

除
よ

けの意
い

味
み

を込
こ

めて行
ぎょう

事
じ

やお

祝
いわ

いのときに取
と

り入
い

れてきました。 

給 食
きゅうしょく

でも豆
まめ

料理
りょうり

や豆
まめ

を使った
つか

食品
しょくひん

、

調味料
ちょうみりょう

がたくさん使用
しよう

されています。 

豆
まめ

を使った
つか

料理
りょうり

は苦手
にがて

な人
ひと

も多く
おお

、

残食
ざんしょく

も目立ちます
め  だ

。しかし豆
まめ

は、たんぱ

く質
しつ

の他
ほか

にもおなかの調子
ちょうし

をととのえて

くれる食物
しょくもつ

せんいや不足
ふ そ く

しがちなカルシ

ウム、マグネシウム、鉄
てつ

などのミネラル

といった栄養
えいよう

が豊富
ほうふ

に含ま
ふく

れている、す

ぐれた食品
しょくひん

なのです。 

２月
 が つ

６日
 か

はのりの日
ひ

です。佐賀
さ が

を代表
だいひょう

する特産物
とくさんぶつ

の「のり」は、有明
ありあけ

海
かい

で育てられ
そだ       

、日本
に ほ ん

トップクラスの生産量
せいさんりょう

と販売
はんばい

額
がく

を誇って
ほ こ    

います。 

佐賀
さ が

のりは、艶
つや

のある黒紫色
くろむらさきいろ

をしていて、柔らかく
や わ     

うま味
  み

と香り
かお   

が強い
つよ   

のが特徴
とくちょう

です。火
ひ

であぶるとサッと緑色
みどりいろ

に変わり
か

、口
くち

どけがよく、香ばしさ
こう      

やトロけるような甘み
あま 

があり、のど越し
ご 

もいいです。 

この冬
ふゆ

は、とてもよい品質
ひんしつ

ののりがとれました。そんなおいしい、佐賀
さ が

のりを今年
こ と し

も「新
しん

うまい佐賀
さ が

のりつくり運動
うんどう

推進
すいしん

本部
ほ ん ぶ

様
さま

」からいただける

ことになりました！ 

２月
 が つ

６日
む い か

の給 食
きゅうしょく

につきます。海
うみ

の恵み
め ぐ  

をおいしくいただきましょう！ 

 

 

のりのさいばい 

海
うみ

にのりあみをはってのりの

たねをつけてそだてます 

育っ
そだ

たのりは、

夜明け前
よ  あ   まえ

から 

収穫
しゅうかく

を 

始め
はじ

ます。 

１２月～４月ごろ 

 

しゅうかくしたのりは、水
みず

あらいを

して薄く
うす

のばしてよく乾燥
かんそう

させます。

その後
    ご

、きびしい品質
ひんしつ

検査
けんさ

を合格
ごうかく

した

のりが私たち
わたし

の食卓
しょくたく

に並んで
なら

いるの

です。 
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② 
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